
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 の外壁部に隣接して一対の
玄関ドアが配置された玄関構造であって、
　
　該両玄関ドアの上部に 跨って、前記外壁部から外側方に
突設させた玄関庇部材を設けると共に、
　前記両玄関ドアの間の外壁部からは、外側方に向けて戸境壁を突設して、
　前記玄関庇部材を下方から支持する中央柱材を該戸境壁内に一体となるように介装させ
たことを特徴とする玄関構造。
【請求項２】
　前記少なくとも何れか一方の玄関ドアを挟んで、前記戸境壁の設けられた位置の反対側
の前記外壁部からは、外側方に向けて見切壁を突設して、
　前記玄関庇部材を下方から支持する側縁柱材を該見切壁内に一体となるように介装させ
たことを特徴とする請求項１記載の玄関構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、引込み玄関と同等の視覚効果を有して、外観品質の良好なものとすることがで
きる玄関構造に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
従来、図１０に示すような引込み玄関を設けた建物ユニットが知られている（特開平１１
－２４１５１４号公報等参照）。
【０００３】
このような引込み玄関では、ユニット建物１を構成する複数の建物ユニットＵ１～Ｕ４の
うち、玄関ユニットＵ４の内部には、玄関ポーチ２及び玄関土間３が、玄関収納スペース
４に隣接されて設けられている。
【０００４】
この玄関ポーチ２及び玄関土間３の間には、外壁部５よりも建物内部に所定距離Ｌだけ引
き込まれた位置に玄関ドア６が設けられている。
【０００５】
このように構成された引込み玄関では、ユニット建物１の外壁部５に、玄関ドア６が引き
込まれた距離差による凹凸が生じて遠近感を醸し出し、外観品質を向上させることが出来
る。
【０００６】
また、図１１に示すような特開２００１－８１８６０号公報に記載されたものでは、この
ような引込み玄関の玄関ポーチ２の天井部に、軒天部材７を装着して外観品質を更に向上
させている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の引込み玄関構造では、玄関ドア６を引き込ませて、玄関ポーチ
２を玄関ユニットＵ４内部に設けているので、屋内スペースが狭くなる。このため、間取
りプランの自由度が減少してしまうといった問題があった。
【０００８】
また、他の建物ユニットＵ１～Ｕ３と異なり、内側入隅に防水施工を行ったり、軒天部材
７を別途設けなければならない等、特殊な構造の玄関ユニットＵ４を用いなければならず
、製造コストの増大を招いていた。
【０００９】
そこで、本発明は、上記の問題に鑑みて為されたものであり、屋内スペースを圧迫するこ
と無く、良好な外観品質が得られると共に、製造コストの増大を抑制できる玄関構造を提
供することを課題とするものである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載されたものでは、

の外壁部に隣接して一対の玄関ドアが配置された玄関
構造であって、

該両玄関ドアの上部に 跨って、前記外壁部から外側方に
突設させた玄関庇部材を設けると共に、前記両玄関ドアの間の外壁部からは、外側方に向
けて戸境壁を突設して、前記玄関庇部材を下方から支持する中央柱材を該戸境壁内に一体
となるように介装させた玄関構造を特徴としている。
【００１１】
　このように構成された請求項１記載のものでは、前記両玄関ドアの間の外壁部から、外
側方に向けて された戸境壁の内部に中央柱が設けられて、前記一対の両玄関ドアの上
部に跨って、前記外壁部から外側方に突設させた玄関庇部材が、該中央柱材によって下方
から支持されている。
【００１２】
　前記玄関庇部材及び該戸境壁は、前記玄関ドアが設けられた外壁部面よりも、外側方に
向けて されていて、端縁が所定量突出されている。このため、玄関ドアを外壁部に略
面一に設けたものに比して、屋内スペースを減少させることなく、凹凸によって遠近感を
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醸し出し、良好な外観品質が得られる。
【００１３】
また、前記両玄関ドアの上部に、両玄関ドアに跨る長さの玄関庇部材を設けても、充分な
支持強度を得られる。従って、各玄関ドアに個別に庇部材を設ける場合に比して、一体感
のある外観品質の良好な玄関庇部材を１つの部品で構成出来ると共に、従来の引込み玄関
に設けられていた軒天部材が不要となり、部品点数を増大させることなく、製造コストの
増大を抑制できる。
【００１４】
更に、該戸境壁の両側の前記各玄関が、該戸境壁によって分離されて、適度なプライバシ
ーを得られる。このため、集合住宅や、二世帯、多世帯住宅に用いて好適である。
【００１５】
　また、請求項２に記載されたものでは、前記少なくとも何れか一方の玄関ドアを挟んで
、前記戸境壁の設けられた位置の反対側の前記外壁部からは、外側方に向けて見切壁を

して、前記玄関庇部材を下方から支持する側縁柱材を該見切壁内に一体となるように介
装させた請求項１記載の玄関構造を特徴としている。
【００１６】
　このように構成された請求項２記載のものでは、少なくとも何れか一方の玄関ドアを挟
んで、前記戸境壁の設けられた位置の反対側の前記外壁部から された見切壁の内部に
側縁柱材が設けられている。
【００１７】
そして、前記一対の両玄関ドアの上部に跨って、前記外壁部から外側方に突設させた玄関
庇部材が、該側縁柱材によって下方から支持されている。
【００１８】
このため、更に、該見切壁によっても、前記玄関庇部材の荷重が支持されるので、更に充
分な支持強度を得られる。
【００１９】
また、従来のような特殊な構造の玄関ユニットを用いる必要が無く、防水施工等が不要又
は簡易な玄関ポーチを建物外部に設けることにより、施工も容易に行うことが出来る。
【００２０】
　更に 記建物が、少なくとも一対の建物ユニットを隣接配置するユニット建物である
と共に、前記各玄関ドアは、隣接配置される各々の建物ユニットに設けられて、前記玄関
庇部材を両建物ユニットの外壁部間に跨らせて、前記外壁部から外側方に突設させた

玄関構造を特徴としている。
【００２１】
　このように構成され のでは、前記各玄関ドアが、隣接配置される各々の建物ユニッ
トに設けられているので、各建物ユニットを隣接配置するだけで、１つの玄関庇部材が、
上方を跨いで覆えるように玄関ドアを近接させて設けることができる。
【００２２】
このため、更に施工性が良好で、製造コストの増大を抑制できる。
【００２３】
【発明の実施の形態１】
以下、本発明の実施の形態１に係る玄関構造を図面を用いて説明する。
【００２４】
図１乃至図７は、この実施の形態１に係る玄関構造を示すものである。なお、前記従来例
と同一乃至均等な部分については、同一符号を付して説明する。
【００２５】
まず、構成から説明すると、この実施の形態１の玄関構造が適用される建物としてのユニ
ット建物１０は、複数の建物ユニットを組み合わせて構成される二世帯住宅タイプの建物
で、これらの建物ユニットのうち、左右略対称の一対の玄関ユニット１１，１２が、１階
に隣接配置されると共に、この玄関ユニット１１，１２の上部には、２階居室ユニット１
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３，１４が載置されていて、各々異なる世帯となる２階居室部分を構成している。
【００２６】
この玄関ユニット１１，１２の外壁部１１ａ，１２ａには、各々左，右一対の玄関ドア６
，６が、この外壁面と略面一となるように隣接されて設けられている。
【００２７】
そして、これらの隣接配置される各々の玄関ユニット１１，１２の上縁部と前記２階居室
ユニット１３，１４の下縁部の合わせ面に沿って、玄関庇部材１５が、両玄関ユニット１
１，１２の外壁部１１ａ，１２ａ間に跨って設けられている。
【００２８】
この玄関庇部材１５は、図１に示すように、前記隣接配置された玄関ドア６，６の上方に
跨って設けられて、これらの外壁部１１ａ，１２ａ位置よりも外側方に突設するように構
成されることにより、これらの玄関ドア６，６前の玄関ポーチ２，２上方を略覆うように
構成されている。
【００２９】
この玄関庇部材１５は、図６に示されるように、前縁部フレーム１６，左，右側縁フレー
ム１７，１７及び建物側フレーム１８によって平面視略長方形形状を呈している。
【００３０】
そして、この玄関庇部材１５の建物側フレーム１８は、固定金具１９，１９を介在させて
、複数のボルト部材２０…及びナット部材２１…等によって、前記玄関ユニット１１，１
２の上側フレーム１１ｂ，１２ｂに締結固定されている。
【００３１】
更に、前記前縁部フレーム１６，左，右側縁フレーム１７，１７の外周縁には、複数の支
持金具２２…を介して、上，下パラペット部材２３，２４が装着されている。
【００３２】
また、この玄関庇部材１５の上面側には、図３に示すように、平板上の屋根面部材２５が
敷設されている。この屋根面部材２５には、周囲の軒カバー部材２６…，及びこの屋根面
部材２５上面から流下する雨水が、前記２階居室ユニット１３，１４の外壁部１３ａ，１
４ａ下縁に沿って延設される樋部材２７内に集水可能となるように、ユニット建物１０方
向に向けて傾斜する緩勾配が与えられている。
【００３３】
更に、この玄関庇部材１５の下面側には、平板状の軒天パネル部材２８が、周縁に設けら
れた軒天廻縁部材２９によって下側から抑えられて、内側に設けられた複数の桟木３０…
に、木ネジ３１…等によって固着されている。
【００３４】
また、図６に示すように、この玄関庇部材１５の長手方向略中央には、中央梁材３２が設
けられている。この中央梁材３２は、図５に示すように、主に上面部３２ａ及び左，右側
面部３２ｂ，３２ｂから構成される下方を開放した断面略コ字状を呈している。このうち
、前記上面部３２ａには、位置決め用孔３２ｃが開口形成されると共に、左，右側面部３
２ｂ，３２ｂには、ボルト孔３２ｄ，３２ｄが一対づつ開口形成されている。
【００３５】
そして、これらの玄関ユニット１１，１２の境界部に位置する前記両玄関ドア６，６の間
の外壁部１１ａ，１２ａからは、外側方に向けて戸境壁３３が延設されている。
【００３６】
この戸境壁３３は、図７に示すように、主に、前記玄関庇部材１５を下方から支持する中
央柱材３４及び建物側フレーム材３５が、壁面パネル本体３７，３７の裏面側に固定用フ
レーム枠体３８，３８が装着された面状の壁部材３６，３６によって、左，右両側から挟
持されることにより、この戸境壁３３内に一体となるように介装されて、所定の左右方向
の厚みＨ１を有するように構成されている。この戸境壁３３の厚みＨ１は９０ｃｍ以上で
あるのが望ましく、本実施例では厚みＨ１を１００ｃｍとしている。
【００３７】
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このうち、前記建物側フレーム材３５は、取付金具３９を介して、前記各玄関ユニット１
１，１２の隣接する柱フレーム１１ｃ，１２ｃにタッピングネジ４０，４０によって固着
されていて、外壁部１２ａ等との境界が、戸境壁見切部材３７ａ等によって覆われている
。
【００３８】
また、前記中央柱材３４は、中空断面略ロ字状を呈し、外側面３４ａ及び左，右両側面３
４ｂ，３４ｂの一部が、タッピングビス４１ａ…で固定される水平断面略コ字状の化粧部
材４１によって覆われると共に、この化粧部材４１の後端面と、前記壁部材３６，３６の
前端縁との間に、ガスケット部材４２，４２が介装されている。
【００３９】
更に、この中央柱材３４の上部では、図５に示されるように、左，右側面部３４ｂ，３４
ｂから取付凸状金具部３４ｃ，３４ｃが凸設されている。
【００４０】
そして、この取付凸状金具部３４ｃの左，右の取付面部には、前記ボルト孔３２ｄ，３２
ｄに対応する位置にボルト孔３４ｄ，３４ｄが一対づつ開口形成されている。
【００４１】
この取付面部のボルト孔３４ｄ，３４ｄ裏面側には、取付ボルト４３，４３に螺合するナ
ット部材４４，４４が、各々溶接によって固着されている。
【００４２】
更に、この中央柱材３４の上面部３４ｅには、前記位置決め用孔３２ｃに挿入されて、前
記玄関庇部材１５の位置決めを行うロケートピン３４ｆが立設されている。
【００４３】
また、この戸境壁３３内には、前記樋部材２７に集水された雨水を下方に向けて流下させ
る縦樋部材５３が、略鉛直方向に長手方向を沿わせて延設されている。
【００４４】
更に、この実施の形態１では、前記左，右の各玄関ドア６，６を挟んで、前記戸境壁３３
の設けられた位置とは、反対側の前記外壁部１１ａ，１２ａからは、見切壁４５，４５が
外側方に向けて延設されている。
【００４５】
この見切壁４５は、図７に示すように、主に、前記玄関庇部材１５を下方から支持する側
縁柱材４６及び建物側フレーム材４７が、壁面パネル本体４９，４９の裏面側に固定用フ
レーム枠体５０，５０が装着された面状の壁部材４８，４８によって、左，右両側から挟
持されることにより、この見切壁４５内に一体となるように介装されて、所定の左右方向
の厚みＨ２を有するように構成されている。この見切壁４５の厚みＨ２は４０ｃｍ以下で
あるのが望ましく、本実施例では厚みＨ２を３０ｃｍとしている。
【００４６】
このうち、前記建物側フレーム材４７は、取付金具５１を介して、前記各玄関ユニット１
１，１２の外壁部１１ａ，１２ａの裏面側に設けられたスタッド１１ｄ，１２ｄにタッピ
ングネジ４０，４０によって固着されていて、外壁部１２ａ等との境界にガスケット５２
，５２等が介装されている。
【００４７】
また、前記側縁柱材４６は、外側面４６ａ及び左，右両側面４６ｂ，４６ｂの一部が、タ
ッピングビス４１ａ…で固定された水平断面略コ字状の化粧部材４１で覆われると共に、
この化粧部材４１の後端面と、前記壁部材４８，４８の前端縁との間に、ガスケット部材
４２，４２が介装されている。
【００４８】
更に、この側縁柱材４６の上部が、前記図５に示される中央柱材３４と略同様に、前記玄
関庇部材１５の左，右両端縁に下方から当接されて支持されるように構成されている。
【００４９】
この実施の形態１では、前記見切壁４５，４５の前記外壁部１１ａ，１２ａからの突設長
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さが、前記戸境壁３３の前記外壁部１１ａ，１２ａからの突設長さよりも短くなるように
構成されている。
【００５０】
次に、この実施の形態１の玄関構造の作用について説明する。
【００５１】
この実施の形態１の玄関構造では、玄関ユニット１１，１２を隣接して配置することによ
り、前記玄関ユニット１１，１２の外壁部１１ａ，１２ａに設けられた玄関ドア６，６が
、両玄関ドア６，６の間の外壁部１１ａ，１２ａの境界を挟んで、隣接して設けられる。
【００５２】
次に、前記両玄関ドア６，６の間の外壁部１１ａ，１２ａの境界から、外側方に向けて戸
境壁３３を設置すると共に、前記見切壁４５，４５を設置する。
【００５３】
この際、前記外壁部１１ａ，１２ａの境界から延設された戸境壁３３の内部に中央柱材３
４が設けられて、前記一対の両玄関ドア６，６の上部に跨って、前記外壁部１１ａ，１２
ａから外側方に突設させた玄関庇部材１５が、この中央柱材３４によって下方から支持さ
れている。
【００５４】
前記玄関庇部材１５及びこの戸境壁３３は、前記玄関ドア６，６が設けられた外壁部１１
ａ，１２ａの壁面よりも、ユニット建物１０外側方に向けて延設されていて、端縁が所定
量突出されている。
【００５５】
このため、玄関ドア６，６を外壁部に略面一に設けたものに比して、屋内スペースを減少
させることなく、凹凸によって遠近感を醸し出し、良好な外観品質が得られる。
【００５６】
また、前記両玄関ドア６，６の上部に、両玄関ドア６，６に跨る長手方向長さの玄関庇部
材１５を設けても、充分な支持強度を得られる。従って、各玄関ドア６，６に個別に庇部
材を設ける場合に比して、一体感のある外観品質の良好な玄関庇部材を１つの部品で構成
出来ると共に、従来の引込み玄関に設けられていた軒天部材等が不要となり、部品点数を
増大させることなく、製造コストの増大を抑制できる。
【００５７】
更に、この戸境壁３３の両側の前記各玄関６，６が、この戸境壁３３によって分離されて
、適度なプライバシーを得られる。このため、集合住宅や、二世帯、多世帯住宅に用いて
好適である。
【００５８】
また、前記玄関ドア６，６を挟んで、前記戸境壁３３設けられた位置の反対側の前記外壁
部１１ａ，１２ａから見切壁４５，４５が延設されている。
【００５９】
この見切壁４５，４５の内部には、側縁柱材４６，４６が設けられている。
【００６０】
このため、前記一対の両玄関ドア６，６の上部に跨って、前記外壁部から外側方に突設さ
せた玄関庇部材１５の左，右両側縁が、これらの各側縁柱材４６，４６によって下方から
支持される。
【００６１】
従って、更に、この見切壁４５，４５によっても、前記玄関庇部材１５の荷重が支持され
るので、更に充分な支持強度を得られる。
【００６２】
また、従来のような特殊な構造の玄関ユニットを用いる必要が無く、防水施工等が、不要
又は簡易な玄関ポーチ２，２が建物外部に設けられることにより、施工も容易に行うこと
が出来る。
【００６３】
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更に、前記各玄関ドア６，６が、隣接配置される各々の建物ユニット１１，１２に設けら
れているので、各建物ユニット１１，１２を隣接配置するだけで、１つの玄関庇部材１５
が、上方を跨いで覆えるように玄関ドア６，６を近接させて設けることができる。
【００６４】
このため、更に施工性が良好で、製造コストの増大を抑制しつつ、前記戸境壁３３及び見
切壁４４によって、相対的に玄関ドア６，６を引き込ませるような視覚的効果を得られる
玄関構造を提供できる。
【００６５】
しかも、この実施の形態１では、前記見切壁４５，４５の前記外壁部１１ａ，１２ａから
の突設長さが、前記戸境壁３３の前記外壁部１１ａ，１２ａからの突設長さよりも短くな
るように構成されている。
【００６６】
このため、過剰な閉鎖感が無く、また、玄関部分の意匠（例えば、ドアや壁の外装仕上げ
等）を外部にアピール出来、更に、外観品質を良好なものとすることができる。
【００６７】
【実施の形態２】
図８及び図９は、この発明の実施の形態２の玄関構造を示すものである。なお、前記実施
の形態１と同一乃至均等な部分については同一符号を付して説明する。
【００６８】
この実施の形態２のユニット建物１１０では、実施の形態１の前記玄関庇部材１５に代え
て、２階居室部を構成する２階居室ユニット１１３，１１４に跨って設けられたキャンチ
バルコニー１１５が、戸境壁１３３内の中央柱材３４及び左，右の見切壁部１４５，１４
５内の側縁柱材４６，４６によって下方から支持されている。
【００６９】
このキャンチバルコニー１１５は、主に、屋根面部材１２５の上面側に、床フレーム部材
６１，６２を複数の小梁床フレーム部材６３…によって略梯子状に連結して構成される骨
格部６０が形成されている。
【００７０】
この骨格部６０の上面には、床パネル部材６４及び樋部材６５が敷設されると共に、この
床パネル部材６４周囲が、手摺部６６が上部に形成された周壁部６７によって囲まれて構
成されている。
【００７１】
また、このキャンチバルコニー１１５の長手方向略中央部には、前記戸境壁１３３に対応
する位置に、２階部分の世帯を分離する界壁６８が設けられている。
【００７２】
更に、この実施の形態２では、前記各戸境壁１３３の側壁面部及び見切壁１４５の側壁面
部に前記玄関ユニット１１，１２の外壁部１１ａ，１２ａと略同一の模様を構成するタイ
ル部材が貼設されている。
【００７３】
次に、この実施の形態２の作用に付いて説明する。
【００７４】
このように構成された実施の形態２の玄関構造では、前記実施の形態１の作用効果に加え
て、更に、所定の重量を有する前記キャンチバルコニー１１５であっても、前記戸境壁１
３３内の中央柱材３４及び見切壁１４５，１４５内の側縁柱材４６，４６によって下方か
ら支持されるので、荷重が、各柱材３４，４６…に分散されて、容易に充分な支持強度を
得られる。
【００７５】
従って、２世帯に跨るような大型のキャンチバルコニー１１５を設定することが可能とな
り、更に、設計の自由度を向上させることが出来る。
【００７６】
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また、この実施の形態２では、前記各戸境壁１３３の側壁面部及び見切壁１４５の側壁面
部に前記玄関ユニット１１，１２の外壁部１１ａ，１２ａと略同一の模様を構成するタイ
ル部材が貼設されている。このため、更に、前記各戸境壁１３３及び見切壁１４５…１４
５と、玄関ユニット１１，１２との調和が図られ、外観品質を良好なものとすることが出
来る。
【００７７】
他の構成、及び作用効果については、前記実施の形態１と同様であるので説明を省略する
。
【００７８】
以上、実施の形態１，２の玄関構造を図面を用いて詳述してきたが、本発明に係る玄関構
造は、前記実施の形態１，２において示したものには限定されない。
【００７９】
例えば、前記実施の形態１では、前記見切壁４５，４５の前記外壁部１１ａ，１２ａから
の突設長さが、前記戸境壁３３の前記外壁部１１ａ，１２ａからの突設長さよりも短くな
るように構成されているが、特にこれに限らず、例えば、前記戸境壁３３の前記外壁部１
１ａ，１２ａと略同様に、前記見切壁４５の突設長さを設定したり、或いは、これらの見
切壁４５，４５を設けないで、前記戸境壁３３のみの構成とする等、前記戸境壁３３及び
見切壁４５の数量、形状、寸法を適宜変更する等、外壁部から、外側方に向けて戸境壁を
延設するものであれば、発明の要旨を逸脱しない設計的事項の変更等も、本発明に含まれ
る。
【００８０】
また、建物として、二世帯住宅仕様のユニット建物を示して説明してきたが、特にこれに
限らず、アパート仕様のユニット建物等、多世帯住宅で、玄関ドアが建物の外壁部に隣接
して一対配置されているものであるならばよい。
【００８１】
【発明の効果】
以上説明してきたように、請求項１に記載された発明では、前記両玄関ドアの間の外壁部
から、外側方に向けて延設された戸境壁の内部に中央柱が設けられて、前記一対の両玄関
ドアの上部に跨って、前記外壁部から外側方に突設させた玄関庇部材が、該中央柱材によ
って下方から支持されている。
【００８２】
前記玄関庇部材及び該戸境壁は、前記玄関ドアが設けられた外壁部面よりも、外側方に向
けて延設されていて、端縁が所定量突出されている。このため、玄関ドアを外壁部に略面
一に設けたものに比して、屋内スペースを減少させることなく、凹凸によって遠近感を醸
し出し、良好な外観品質が得られる。
【００８３】
また、前記両玄関ドアの上部に、両玄関ドアに跨る長さの玄関庇部材を設けても、充分な
支持強度を得られる。従って、各玄関ドアに個別に庇部材を設ける場合に比して、一体感
のある外観品質の良好な玄関庇部材を１つの部品で構成出来ると共に、従来の引込み玄関
に設けられていた軒天部材が不要となり、部品点数を増大させることなく、製造コストの
増大を抑制できる。
【００８４】
更に、該戸境壁の両側の前記各玄関が、該戸境壁によって分離されて、適度なプライバシ
ーを得られる。このため、集合住宅や、二世帯、多世帯住宅に用いて好適である。
【００８５】
また、請求項２に記載されたものでは、少なくとも何れか一方の玄関ドアを挟んで、前記
戸境壁の設けられた位置の反対側の前記外壁部から延設された見切壁の内部に側縁柱材が
設けられている。
【００８６】
そして、前記一対の両玄関ドアの上部に跨って、前記外壁部から外側方に突設させた玄関
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庇部材が、該側縁柱材によって下方から支持されている。
【００８７】
このため、更に、該見切壁によっても、前記玄関庇部材の荷重が支持されるので、更に充
分な支持強度を得られる。
【００８８】
また、従来のような特殊な構造の玄関ユニットを用いる必要が無く、防水施工等が不要又
は簡易な玄関ポーチを建物外部に設けることにより、施工も容易に行うことが出来る。
【００８９】
更に、請求項３に記載されたものでは、前記各玄関ドアが、隣接配置される各々の建物ユ
ニットに設けられているので、各建物ユニットを隣接配置するだけで、１つの玄関庇部材
が、上方を跨いで覆えるように玄関ドアを近接させて設けることができる。
【００９０】
このため、更に施工性が良好であると共に、製造コストの増大を抑制できる、という実用
上有益な効果を発揮する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１に係る玄関構造で、ユニット建物の玄関部の斜視図である
。
【図２】実施の形態１に係る玄関構造で、図１中Ｂ－Ｂ線に沿った位置に相当する玄関部
の水平断面での配置を説明する模式図である。
【図３】実施の形態１の玄関構造で、図２中Ｃ－Ｃ線に沿った位置での断面図である。
【図４】実施の形態１の玄関構造で、図２中Ｄ－Ｄ線に沿った位置での断面図である。
【図５】実施の形態１の玄関構造で、玄関庇部材を戸境壁に装着する様子を説明する分解
斜視図である。
【図６】実施の形態１の玄関構造で、図１中Ａ方向矢視に相当する玄関庇部材の一部断面
上面図である。
【図７】実施の形態１の玄関構造で、図１中Ｂ－Ｂ線に沿った位置での断面図である。
【図８】実施の形態２の玄関構造で、玄関部の斜視図である。
【図９】実施の形態２の玄関構造で、図２中Ｃ－Ｃ線に沿った位置に相当する位置での断
面図である。
【図１０】一従来例の玄関構造で、玄関ユニット内の玄関ドア等の配置を説明する水平方
向断面図である。
【図１１】他の従来例の玄関構造で、玄関ユニット内に軒天部材が設けられている様子を
説明する鉛直断面図である。
【符号の説明】
６　　　　　　　玄関ドア
１０，１１０　　免震建物
１１，１２　　　玄関ユニット
１１ａ，１２ａ　外壁部
１３，１４，１１３，１１４
２階居室ユニット
１５　　　　　　玄関庇部材
３３，１３３　　戸境壁
３４　　　　　　中央柱材
４５，１４５　　見切壁部
１１５　　　　　キャンチバルコニー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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